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国立大学法人 豊橋技術科学大学「社会人向け実践教育プログラム」  

文部科学省 職業実践力育成プログラム（ＢＰ）認定  

豊橋市 次世代「農力」UPアカデミー事業  

 

「最先端植物工場マネージャー育成プログラム」 

2020年度第9期生募集要項 

 

豊橋技術科学大学は、愛知県、豊橋市、田原市などの地域自治体や地元企業と連携して、豊

橋技術科学大学「社会人向け実践教育プログラム」、豊橋市次世代「農力」UPアカデミー事業に

おいて「最先端植物工場マネージャー育成プログラム」を実施しており、文部科学省の職業実践

力育成プログラム（ＢＰ）に認定されています。 

愛知県東部の東三河地域は、国内有数の先進的農業地帯でありますが、近年の輸入農産物

の拡大、光熱費の高騰、高齢化等により農業生産額が低迷しています。豊橋技術科学大学では、

光・電子技術などの工学的知識と農業技術が習得できる人材育成プログラムを開発し、『最先端

植物工場マネージャー』を養成します。これによって競争力のある攻めの農業を展開して、基幹産

業である食農産業を活性化し、地域再生を図ります。 

そこで、2020年度「最先端植物工場マネージャー育成プログラム」の受講生を以下の要領で募

集します。 

  

1 募集人員 ：最先端植物工場マネージャー育成プログラム第9期生10人 

 

2 受講期間 ：2020年12月～2022年3月 

 

3 受講場所 ：国立大学法人豊橋技術科学大学キャンパス他  

 

4 人材育成内容  

豊橋技術科学大学等において、これまでに蓄積された技術科学的な成果を踏まえて、ＩCＴ

を駆使した植物工場に関する技術について講義、実習を行い、次世代モデルである植物工場

の管理運営をできる人材を育成します。 

先端基礎農学特論、植物工場栽培管理学特論、光合成環境制御工学特論、植物工場経

営管理学特論および課題解決技術科学研究、国内または海外先端施設研修を履修・修得し

た人に豊橋技術科学大学から『植物工場管理経営士』と『ＩＴ食農先導士』の称号が授与され、

履修証明書が交付されます。  

受講生は、先端基礎農学特論、植物工場栽培管理学特論、光合成環境制御工学特論お

よび植物工場経営管理特論を教室講義またはe-ラーニングによって履修します。先端施設研

修は、国内外の先端的施設園芸（植物工場）を現地視察します。また、課題解決技術科学研

究は、豊橋技術科学大学キャンパス内の植物工場または近隣植物工場等において週１日程

度の調査研究を行い、実際の営農場面に役立つ新技術開発に関する調査研究論文を取りま
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とめ、地域の学会およびシンポジウムなどで広く発表していただきます。 

「最先端植物工場マネージャー育成プログラム」修了生には、豊橋技術科学大学ＩＴ農業サ

ポートセンターを通じて、最新のＩＴ情報と農業情報が提供され、ＩＴ農業ネットワークを形成しな

がら地域の中核農業者となる道が開かれます。また、愛知県や豊橋市等の地域自治体、ＪＡあ

いち経済連、食農関連企業および、地元企業などと連携した活動の支援を受けることができ、

農商工連携、農業の6次産業化のノウハウを得ることも可能です。 

※なお、既に「IT食農先導士養成プログラム」を受講された方は修了後、『植物工場管理経営

士』の修了証および履修証明書の授与となります。 

 

5 受講資格 

（1） 高等学校卒業程度の学歴を有している人 

（本学において，同等以上の学力があると認めた者を含む。） 

（2） 心身ともに健康で、食農産業の振興に強い関心を持っている人  

（3） パソコンを使いこなすことができ、自宅でインターネットへの接続ができる人  

（4） 週１日程度の調査研究に従事できる人 

（5） 国内・海外の先端施設研修（実費個人負担）等に積極的に参加できる人  

 

6 授業時数 468.5 時間 

（1）教室講義 6 科目 68.5 時間 

（2）e-ラーニング 18 科目 178 時間 

（3）先端施設研修 42 時間〔国内外計６回〕 

① 国内外 1 回（国内外の先進植物工場施設を見学） 

② 国内  5 回（主として東海地域） 

（4） 課題解決技術科学研究  180 時間 

 

7 受講料 15万円 （先端施設研修時の昼食等、別途実費負担いただくことがあります。） 

  ただし、下記に掲げる者は、それぞれ各項目に定める額とします。 

（1）豊橋市または田原市在住・在勤者・・・5万円 

（2）先端農業・バイオリサーチセンター実施の社会人向け人材育成事業の協賛企業 (*1)から  

の推薦者・・・5万円 

（3）農林水産業従事者およびJAまたは農業経営を行う法人に所属する者、新たに農業経営を

始めようとする者 (*2)・・・8万円 

(*1) 協賛企業等は以下のとおりです。 

・イノチオホールディングス㈱ 

・㈱サイエンス・クリエイト 

・㈱サーラコーポレーション  

・㈱大仙 

・トヨタネ㈱ 
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・豊橋信用金庫 

・本多電子㈱ 他 

(*2) 認定新規就農者として自治体から認定を受けている者、農家等で新規就農のための研修を

受けている者等 

 

8 応募書類 

応募書類は、本事業ＵＲＬから取得し、豊橋技術科学大学先端農業・バイオリサーチセンタ

ー内最先端植物工場マネージャー育成事業推進宛に提出してください。 

※提出された応募書類は返却しません。 

(1) 様式1「志願書」 

(2) 様式2「履歴書」 

(3) 様式3「志望動機」【1,000字程度】 

(4) 様式4「小論文」 【1,000字程度】 

（5）大項目7 受講料のただし書きに該当する場合は、それを明らかにできる書面。 

1) 運転免許証など住所が確認できる身分証の写しや健康保険証・社員証など在職を確

認できるもの（豊橋・田原在勤者）の写し。 

2) 協賛企業の推薦状（別紙様式参照） 

3) 農地台帳・組合員証・健康保険証・社員証などの写し、研修先の推薦状など。 

 ※提出された応募書類は返却しません。 

 ※（5）の書面を提出いただけない場合、受講料は15万円となります。 

 

9  出願期間：2020年7月20日（月）～9月4日（金）当日消印有効 

 

10 選考方法：書類審査により選考を行い、場合により面接を行うことがあります。 

※選考結果は、合否にかかわらず10月26日（月）までに書面でお知らせします。 

 

11 応募書類の作成要領 

応募書類は、志願書、履歴書、志望動機および小論文が必要です。以下の各項を参照の

上作成してください。 

(1) 志願書（様式1） 

・様式１に記載されている全ての欄に記入の上、氏名欄に捺印をしてください。 

(2) 履歴書（様式2） 

・写真欄には、上半身・無帽・正面向き・背景無地のもので志願前6か月以内に撮影した写

真（縦4㎝×横3㎝）を貼付してください。 

(3) 志望動機（様式3） 

・本プログラムを受講するにあたり、志願者本人の志望動機をＡ４判１枚（1,000字程度、文字

サイズ12pt、明朝体）で作成してください。 
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(4) 小論文（様式4） 

・『植物工場および食農産業に関する考え方』というテーマで小論文をＡ4判１枚（1,000字程

度、文字サイズ12pt、明朝体）で作成してください。 

 

12 応募書類の提出・問い合わせ先 

応募書類は封筒に入れ、『最先端植物工場マネージャー育成プログラム受講希望』と朱書し、

下記の提出先に簡易書留で郵送してください。 

 

提 出 先・問い合わせ先：〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1 

国立大学法人豊橋技術科学大学先端農業・バイオリサーチセンター 

最先端植物工場マネージャー育成事業推進室 

電話 : 0532(44)6655, E-mail : manager@recab.tut.ac.jp 

 

●  詳細はホームページ（http://www.recab.tut.ac.jp/）に記載しています。 

●  応募書類の書式は、http://www.recab.tut.ac.jp/contents/manager/entry.htmlよりダウン

ロードしてお使いください。 

 

※個人情報の取扱いについて  

志願時にお知らせいただいた氏名，住所等の個人情報については、本事業の実施に関わる場合

にのみ使用し、他には利用いたしません。 

 

（注意）新型コロナウイルス感染拡大防止の為、日程、講義方法の変更や、場合によってはプ

ログラムを中止することがあります。 

 

 


